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■
第
48
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及

展
示

1
．（
岡
山
会
場
―
㈱
津
山
綜
合
木
材
市
場
）

第
48
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
展
示
会
が
9
月

3
日
（
木
）、（
株
）
津
山
綜
合
木
材
市
場
（
木

下
恒
久
社
長
）で
開
催
さ
れ
た
。
展
示
会
に
は
、

8
社
か
ら
50
㎥
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
が
出
品
さ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
、
四
国
等
か
ら
の
買
い
方
様

も
来
場
し
て
、
競
り
が
行
わ
れ
た
。
同
審
査
会

は
、
前
日
の
2
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
信
田　

聡
審
査
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
員
に
よ

る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
出

品
8
社
中
、
3
社
が
減
点
な
し
の
百
点
満
点
と

い
う
高
評
価
を
得
た
。
㈱
津
山
綜
合
木
材
市
場

並
び
に
津
山
会
場
で
の
審
査
会
に
御
出
席
い
た

だ
い
た
信
田
聡
審
査
委
員
長
等
審
査
委
員
、
岡

山
県
、消
費
技
術
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
セ
ン
タ
ー
）

及
び
全
木
研
を
始
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
別
途
、

岡
山
県
独
自
の
取
組
と
し
て
、
高
得
点
の
出
品

者
3
社
（
院
庄
林
業
㈱
、
山
下
木
材
㈱
及
び
牧

野
木
材
工
業
㈱
）
に
対
し
て
、
岡
山
県
知
事
賞

が
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2
．（
愛
知
会
場
―
㈱
東
海
木
材
相
互
市
場
大

口
市
場
）

9
月
17
日（
木
）及
び
18
日（
金
）に
は
、（
株
）

東
海
木
材
相
互
市
場
大
口
市
場
に
お
い
て
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
品
の
審
査
会
、
展
示
会
が
開
催
さ
れ

た
。
17
日
の
審
査
会
は
、
17
社
か
ら
出
品
さ
れ

た
１
６
１
㎥
の
製
材
品
を
対
象
に
、
信
田　

聡

委
員
長
等
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ

れ
た
、
出
品
17
社
中
、
百
点
満
点
が
8
社
と
い

う
極
め
て
優
秀
な
評
価
を
得
た
。
㈱
東
海
木
材

相
互
市
場
大
口
市
場
並
び
に
愛
知
会
場
で
の
審

査
会
に
御
出
席
い
た
だ
い
た
信
田
聡
審
査
委
員

長
等
審
査
委
員
、愛
知
県
、消
費
技
術
セ
ン
タ
ー

（
名
古
屋
セ
ン
タ
ー
）
及
び
全
木
研
を
始
め
と

す
る
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
を
始

め
と
し
て
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
等
の
優
良
製
材
品
並

び
に
原
木
の
市
売
り
も
行
わ
れ
、
多
く
の
買
い

方
様
が
訪
れ
、
活
況
を
呈
し
た
。
な
お
、
Ｊ
Ａ

「審査委員会の様子」

「審査・計測の様子」「JAS展示即売会の様子」

「審査・計測の様子」

「展示会の様子」 「審査委員会の様子」
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Ｓ
製
材
品
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
及
び
こ
だ
わ
り
の
銘
木
を

多
用
し
た
、
昨
年
完
成
し
た
新
社
屋
が
、
来
場

者
の
注
目
を
集
め
た
。
是
非
、
一
度
、
見
学
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
大
分
県
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

令
和
2
年
9
月
11
日
（
金
）、
大
分
市
「
大

分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
大
分

県
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
令
和
2
年
度
第
1

回
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
事
務
局
を
務
め
る
大
分
県

造
林
素
材
生
産
事
業
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
素

材
生
産
業
者
、
森
林
組
合
、
製
材
業
者
、
製
品

市
場
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
、
運
送
業
者
、
大
工

工
務
店
及
び
設
計
事
務
所
に
加
え
、
大
分
県
、

県
森
連
、県
木
協
連
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
木
活
木
森
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
遠
藤
日
雄
理
事
長
、
日
本
木
材
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
及
び
全
市
連
等
28
名
が
出
席

し
、
加
え
て
林
野
庁
木
材
産
業
課
等
が
Ｗ
ｅ
ｂ

に
よ
り
参
加
し
た
。
衛
藤
正
明
会
長
（
県
造
生

協
理
事
長
）、
林
野
庁
高
木
課
長
補
佐
等
の
挨

拶
の
後
、議
事
に
入
り
、①
令
和
2
年
度
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て
、
②
令
和
2
年
度
事
業
に
つ
い

て
、
③
参
考
資
料
説
明
、
④
情
報
交
換
が
行
わ

れ
た
。
情
報
交
換
会
で
は
、住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、
プ
レ
カ
ッ
ト
業
況
、
木
材
市

況
、
出
材
状
況
、
一
般
流
通
材
活
用
、
大
型
パ

ネ
ル
工
法
、
安
定
供
給
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｃ
構
築

へ
の
期
待
等
川
上
、
川
中
、
川
下
か
ら
様
々
な

意
見
・
情
報
が
活
発
に
提
供
さ
れ
た
。

で
増
額
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
森
林
経
営

管
理
制
度
と
併
せ
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
手
を
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
森
林
の
整
備
等
が
進
展
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
森
林
経
営
管
理
制
度

の
初
年
度
に
あ
た
る
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年

度
か
ら
、
森
林
の
経
営
管
理
の
状
況
や
今
後
の

意
向
を
森
林
所
有
者
に
確
認
す
る
意
向
調
査
の

実
施
を
中
心
に
、
各
地
で
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
6
月
に
は
、
埼
玉
県
秩
父
市

が
全
国
初
と
な
る
経
営
管
理
権
集
積
計
画
（
2

件
、
3
・
88
ha
）
を
公
告
し
、
市
が
森
林
所
有

者
か
ら
森
林
の
経
営
管
理
を
行
う
権
利
（
経
営

管
理
権
）
を
取
得
し
ま
し
た
。
既
に
、
林
業
経

営
に
適
し
た
森
林
に
つ
い
て
は
林
業
経
営
者
へ

の
再
委
託
（
経
営
管
理
実
施
権
の
設
定
）
が
行

わ
れ
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
秩
父
地
域
で
は
、

秩
父
市
が
中
心
と
な
っ
て
、
1
市
4
町
（
秩
父

市
、
横
瀬
町
、
皆
野
町
、
長
瀞
町
、
小
鹿
野
町
）、

県
、
森
林
組
合
、
木
材
協
同
組
合
等
か
ら
な
る

「
秩
父
地
域
森
林
林
業
活
性
化
協
議
会
」
を
活

用
し
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
係
る
取
組
等
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
市
町
村
に
お
い

て
も
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整

備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。兵
庫
県
養
父
市
で
は
、

森
林
組
合
と
連
携
し
、
経
営
管
理
の
委
託
を
希

望
す
る
森
林
所
有
者
か
ら
申
出
を
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
市
が
経
営
管
理
権
を
取
得
し
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
使
っ
た
間
伐
に
新
た
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
で
は
、

独
自
の
補
助
制
度
を
創
設
し
、
木
材
搬
出
が
困

難
な
森
林
で
の
間
伐
や
災
害
等
で
不
通
と
な
っ

た
作
業
道
の
復
旧
等
に
つ
い
て
支
援
す
る
こ
と

■
令
和
元
年
度
森
林
林
業
白
書

ト
ピ
ッ
ク
ス
（
抄
）
2

1
．
森
林
経
営
管
理
制
度
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
ス
タ
ー
ト
及
び
国
有
林
野
管
理
経
営
法
の

改
正

国
内
の
森
林
は
、
戦
後
、
高
度
経
済
成
長
期

に
か
け
て
植
栽
さ
れ
た
人
工
林
が
大
き
く
育

ち
、
木
材
と
し
て
利
用
可
能
な
時
期
を
迎
え
、

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
森
林

を
循
環
的
に
利
用
し
て
い
く
新
た
な
時
代
に
突

入
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
林
業
の
成
長

産
業
化
の
実
現
と
森
林
資
源
の
適
正
な
管
理
の

両
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
平
成
31

（
２
０
１
９
）
年
4
月
1
日
に
「
森
林
経
営
管

理
法
」
が
施
行
さ
れ
、
森
林
経
営
管
理
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。森
林
経
営
管
理
制
度
は
、

経
営
や
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林

に
つ
い
て
、
市
町
村
が
仲
介
役
と
な
り
森
林
所

有
者
と
「
林
業
経
営
者
」
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
を

構
築
し
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
の
経
営
管

理
を
林
業
経
営
者
に
集
積
・
集
約
化
す
る
と
と

も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
が
自
ら
経
営
管
理
を
行
っ
て
い
く

も
の
で
す
。
ま
た
、
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年

3
月
に
は
、「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲

与
税
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
森
林
整
備

等
の
新
た
な
財
源
と
し
て
、
同
年
9
月
よ
り
全

て
の
市
町
村
と
都
道
府
県
に
対
す
る
森
林
環
境

譲
与
税
の
譲
与
が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

近
年
、
自
然
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
お
り
、
災
害
防
止
等
の
観
点
か
ら
も
森
林

整
備
の
推
進
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
等
を
踏
ま
え
、
令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
度

か
ら
令
和
6
（
２
０
２
４
）
年
度
の
各
年
度
に

お
け
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
額
を
前
倒
し

「大口市場社屋」

「Web 参加の様子」 「大分県フォーラムの様子」
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で
、
間
伐
等
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
道

府
県
に
お
い
て
も
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
市
町
村
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

島
根
県
で
は
、
新
た
に｢

森
林
経
営
推
進
セ
ン

タ
ー｣
を
設
立
し
、
県
内
市
町
村
に
お
け
る
森

林
整
備
に
係
る
技
術
的
な
業
務
を
効
率
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
林
野
庁
で
は
、
森
林
経

営
管
理
制
度
や
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た

森
林
整
備
等
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
取
組
の
中

心
を
担
っ
て
い
く
市
町
村
の
実
施
体
制
の
確
保

に
向
け
、
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活

用
に
よ
る
林
業
技
術
者
の
確
保
や
、
実
務
研
修

の
実
施
に
よ
る
林
務
担
当
者
の
育
成
等
を
通
じ

て
、
市
町
村
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
要
と
な
る
林

業
経
営
者
の
育
成
を
後
押
し
す
る
新
た
な
仕
組

み
と
し
て
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
6
月
5

日
に
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
令

和
2
（
２
０
２
０
）
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
国
有
林
野
の
一
定
区
域
に
お
い

て
、
木
材
需
要
者
と
連
携
し
た
上
で
、
一
定
期

間
・
安
定
的
に
樹
木
を
採
取
で
き
る
「
樹
木
採

取
権
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
樹
木
採
取

権
の
設
定
を
受
け
た
者
（
樹
木
採
取
権
者
）
は
、

樹
木
採
取
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
国
有
林
野
に

生
育
し
て
い
る
樹
木
を
、
一
定
期
間
、
安
定
的

に
採
取
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
長
期
的
な

事
業
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
で
、
計
画

的
な
雇
用
や
林
業
機
械
の
導
入
が
進
展
し
、
経

営
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
樹
木
の
採
取
跡
地
に
お
け

る
植
栽
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
国
が
確
実

に
実
施
し
ま
す
が
、
採
取
と
植
栽
を
一
体
的
に

行
う
こ
と
が
効
率
的
で
あ
る
た
め
、
樹
木
採
取

権
者
が
伐
採
と
併
せ
て
植
栽
の
作
業
を
行
う
仕

組
み
と
し
て
い
ま
す
。
民
有
林
に
お
け
る
森
林

経
営
管
理
制
度
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
加
え

て
、
国
有
林
に
お
け
る
樹
木
採
取
権
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
森
林
整
備
が
適
切
に
進
展
す
る

よ
う
林
野
庁
と
し
て
も
後
押
し
し
て
い
き
ま

す
。

2
．
ス
マ
ー
ト
林
業
の
フ
ル
活
用
を
始
め
と
し

た
「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
推
進

我
が
国
に
お
け
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

の
急
速
な
進
展
は
、
こ
れ
ま
で
世
界
的
に
も
前

例
が
な
い
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
の
経
済
・
社

会
が
直
面
す
る
最
大
の
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、林
業
が
営
ま
れ
て
い
る
山
村
地
域
で
は
、

若
年
層
を
中
心
に
人
口
の
流
出
が
著
し
く
、
過

疎
化
や
高
齢
化
が
更
に
進
み
、
所
有
者
が
不
明

な
森
林
の
増
加
や
林
業
労
働
力
の
不
足
と
い
っ

た
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
山
村
地
域
に

人
が
住
み
続
け
、
森
林
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
し
か
し
、
日
本
の
厳
し
い
地
形
条

件
、
夏
場
の
下
刈
り
な
ど
に
起
因
す
る
「
き
つ

い
・
危
険
・
高
コ
ス
ト
」
の
3
Ｋ
林
業
と
い
っ

た
現
状
や
、
記
憶
・
経
験
に
頼
る
作
業
が
多
い

こ
と
な
ど
、
労
働
生
産
性
の
低
さ
や
労
働
災
害

発
生
率
の
高
さ
と
い
っ
た
林
業
特
有
の
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
政

府
は
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
９
～『
令
和
』新
時
代
：『Society 5.0
』

へ
の
挑
戦
～
」（
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
6

月
21
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
課
題
先
進
国

と
し
て
課
題
解
決
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
、
世
界

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
よ
う
、
具
体
的
な
施
策
を

含
め
た
先
端
技
術
の
活
用
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
野
庁
で
は
、
同
年
12

月
に
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
現
場
実
装
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
基
づ

き
、
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
、セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）

の
研
究
開
発
、
高
精
度
な
資
源
情
報
を
活
用
し

た
森
林
管
理
、
Ａ
Ｉ
を
組
み
込
ん
だ
自
動
化
機

械
の
開
発
、情
報
通
信
技
術
（
以
下
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」

と
い
う
。）
に
よ
る
木
材
の
生
産
管
理
等
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
林
業
等
の
「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
林
野

庁
で
は
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度
か
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
等
の
先
進
的
な
技
術
を
現
場
レ
ベ
ル
で
活

用
す
る
実
践
的
取
組
を
支
援
し
、
各
実
践
地
域

の
3
年
間
の
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
ス
マ
ー

ト
林
業
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各
実
践

地
域
に
お
い
て
は
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
等
に
よ

る
森
林
資
源
や
森
林
境
界
の
把
握
、
路
網
設
計

支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
木
材
検
収
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
ク
ラ
ウ
ド
を
活

用
し
た
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構

築
等
の
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
の
取
組
を

引
き
続
き
支
援
し
成
果
の
普
及
を
図
る
と
と
も

に
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た

造
林
手
法
の
実
践
や
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド

を
活
用
し
た
先
進
的
な
技
術
の
実
証
・
導
入
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
造
林
か
ら
収
穫
ま
で
を
一

代
で
可
能
と
し
造
林
投
資
の
早
期
回
収
が
期
待

で
き
る
、
成
長
に
優
れ
た
早
生
樹
や
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
の
利
用
拡
大
、
生
産
性
や
安
全
性
の
向

上
を
目
指
す
伐
採
等
の
無
人
化
・
自
動
化
に
向

け
た
機
械
の
開
発
や
、
林
業
の
枠
を
超
え
、
化

石
燃
料
由
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
代
替
で
き
る

改
質
リ
グ
ニ
ン
な
ど
木
材
の
新
た
な
需
要
を
創

出
す
る
木
質
系
新
素
材
の
開
発
等
を
推
進
し
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
林
業
の
フ
ル
活
用
を
始
め
と
す

る
、
こ
れ
ら
の
「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の

取
組
を
通
じ
、
デ
ジ
タ
ル
管
理
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆

使
し
た
林
業
、
安
全
で
高
効
率
な
自
動
化
機
械

に
よ
る
林
業
、
造
林
コ
ス
ト
が
低
く
収
穫
サ
イ

ク
ル
が
短
い
林
業
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
ス
マ
ー
ト
林
業
等
の

導
入
に
よ
る
林
業
収
益
性
の
飛
躍
的
な
向
上

や
、
自
動
化
機
械
に
よ
り
伐
採
等
の
危
険
な
作

業
を
根
絶
す
る
こ
と
で
、
3
Ｋ
林
業
の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
し
、
林
業
を
若
者
や
女
性
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
産
業
に
し
て
い
き
ま
す
。

■
令
和
元
年
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
動
向
調
査

―
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
た
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
う
ち
、
木
材
チ
ッ
プ
の
量
は
９
４

２
万
3
千
ｔ
で
、
前
年
に
比
べ
1
・
3
％
増

加
―

令
和
2
年
8
月
31
日
、
農
林
水
産
省
は
、
２

０
１
９
年
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
動
向
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。
調
査
結
果
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
。

令
和
元
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
う
ち
、
木
材
チ
ッ
プ
の

量
は
９
４
２
万
３
、
３
８
６
ｔ
と
な
り
、
前
年

に
比
べ
11
万
９
、０
７
０
ｔ
、
1
・
3
％
増
加

し
た
。

こ
の
う
ち
、「
間
伐
材
・
林
地
残
材
等
」
に

由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
３
０
２
万
９
、１
７

８
ｔ
で
、
前
年
に
比
べ
28
万
４
、４
０
４
ｔ
、

10
・
4
％
の
増
加
、「
製
材
等
残
材
」
に
由
来

す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
１
７
１
万
１
、９
２
４
ｔ

で
前
年
に
比
べ
5
・
3
％
の
減
少
、「
建
設
資

材
廃
棄
物
」
に
由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
４
０

６
万
３
、９
１
２
ｔ
で
前
年
に
比
べ
て
1
・

1
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
32
円
／
Ｋ

Ｗ
ｈ
が
適
用
さ
れ
て
い
る
「
間
伐
材
・
林
地
残
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た
。

2
．
内
訳
等

①
令
和
元
年
に
お
け
る
木
質
粒
状
燃
料
（
木

質
ペ
レ
ッ
ト
）
の
生
産
量
は
前
年
か
ら
15
・
9

千
ｔ
増
加
し
て
、
１
４
７
・
3
千
ｔ
（
対
前
年

比
１
１
２
・
1
％
）
と
な
っ
た
。
②
木
質
粒
状

燃
料
（
木
質
ペ
レ
ッ
ト
）
工
場
数
は
１
４
７
工

場
と
前
年
か
ら
7
工
場
の
減
少
と
な
っ
た
。
③

生
産
さ
れ
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
用
途
別
に
見
る

と
、
燃
料
用
と
し
て
の
生
産
が
ほ
と
ん
ど
を
占

め
、
１
４
２
・
5
千
ｔ
（
構
成
比
96
・
7
％
）、

農
業
用
2
・
7
千
ｔ
（
同
1
・
8
％
）、
工
業

用
0
・
1
千
ｔ
（
同
0
・
1
％
）、
そ
の
他

2
・
0
千
ｔ
（
同
1
・
4
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

④
ま
た
、
原
料
入
手
別
に
見
る
と
、
丸
太
・
林

地
残
材
か
ら
の
生
産
が
63
・
3
千
ｔ
（
構
成
比

43
・
0
％
）、
製
材
工
場
等
残
材
か
ら
の
生
産

が
59
・
4
千
ｔ
（
同
40
・
3
％
）、
建
設
発
生

木
材
が
24
・
2
千
ｔ（
同
16
・
4
％
）等
と
な
っ

て
い
る
。
⑤
丸
太
・
林
地
残
材
か
ら
生
産
さ
れ

た
も
の
の
樹
種
別
内
訳
は
、
ス
ギ
が
38
・
1
千

ｔ
（
構
成
比
60
・
2
％
）、
ヒ
ノ
キ
が
5
・
1

千
ｔ
（
同
8
・
1
％
）、
ト
ド
マ
ツ
・
カ
ラ
マ

ツ
・
マ
ツ
類
等
が
18
・
6
千
ｔ
（
同
29
・

4
％
）、広
葉
樹
・
そ
の
他
が
1
・
4
千
ｔ
（
同

2
・
3
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
⑥
一
方
、
令
和

元
年
に
お
け
る
木
質
粒
状
燃
料
（
木
質
ペ
レ
ッ

ト
）
輸
入
量
は
、
１
、６
１
４
千
ｔ
（
対
前
年

比
１
５
２
・
3
％
）
と
な
り
、
木
質
粒
状
燃
料

（
木
質
ペ
レ
ッ
ト
）
の
自
給
率
は
前
年
の
11
・

0
％
か
ら
8
・
4
％
に
減
少
し
て
い
る
。

■
「
長
期
的
土
地
利
用
あ
り
方

検
討
会
」（
農
林
水
産
省
）
開
催

―
荒
廃
が
避
け
ら
れ
な
い
農
地
は
計
画
的
に
森

林
化
（
早
生
樹
造
林
）
―

8
月
24
日
、
農
林
水
産
省
は
、
第
3
回
「
長

期
的
な
土
地
利
用
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
を
開
催
し
、
長
期
的
な
方
向
性
が
議
論
さ

れ
た
。
本
検
討
会
は
、「
本
格
的
な
人
口
減
少

社
会
の
到
来
や
、
そ
れ
に
伴
う
農
業
の
担
い
手

の
不
足
等
の
課
題
に
対
処
し
つ
つ
、
食
料
の
安

定
供
給
を
脅
か
す
リ
ス
ク
を
軽
減
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
一
方
で
、
中
山
間
地
域
を
中
心
と

し
て
、
農
地
集
積
、
新
規
就
農
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
普
及
等
の
政
策
努
力
を
払
っ
て
も
な
お
農

地
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
土
地
が
増

加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
課
題

に
対
応
し
た
長
期
的
な
土
地
利
用
の
在
り
方
に

つ
い
て
、検
討
を
進
め
て
い
く
。」と
い
う
趣
旨
。

議
論
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
。
農
地
集
約
な

ど
の
政
策
努
力
を
払
っ
て
も
農
地
と
し
て
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
な
土
地
に
関
し
て
は
、
①
放

牧
等
に
よ
っ
て
農
地
を
農
地
の
ま
ま
維
持
す
る

こ
と
に
努
め
②
そ
れ
が
困
難
な
場
合
、
ビ
オ

ト
ー
プ
、
鳥
獣
害
対
策
緩
衝
帯
な
ど
農
地
へ
の

復
旧
が
容
易
な
非
農
地
へ
の
転
換
を
図
る
③
そ

れ
で
も
荒
廃
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
計
画

的
に
森
林
化
を
進
め
て
、
荒
廃
地
が
広
が
る
こ

と
を
防
ぐ
と
し
た
。
荒
廃
農
地
を
森
林
化
す
る

場
合
、
20
～
30
年
で
収
穫
可
能
な
早
生
樹
（
例

え
ば
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
、
セ
ン
ダ
ン
な
ど
の
樹

種
）
を
造
成
す
る
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
た
。

再
生
困
難
な
荒
廃
農
地
は
、
全
国
で
10
万
～

20
万
ha
あ
る
と
さ
れ
、
今
後
の
人
口
減
少
等
を

見
込
め
ば
、
農
地
と
し
て
守
る
こ
と
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
森
林
化
し
て
、
農
林
複
合
経
営
を
進
め

る
エ
リ
ア
と
し
て
里
山
林
業
を
行
う
こ
と
も
現

実
的
な
選
択
肢
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
検
討
委

員
会
は
、
議
論
を
進
め
、
今
年
度
中
に
と
り
ま

と
め
を
行
う
予
定
。

「
日
本
の
酒
」
の
お
話
の
続
き
。

著
者
の
坂
口
謹
一
郎
氏
は
元
東
京
大

学
教
授
、
学
士
院
会
員
、
レ
ジ
オ
ン

ド
ヌ
ー
ル
勲
章
受
賞
者
で
世
界
的
応

用
微
生
物
学
の
権
威
。
明
治
維
新
以

降
、海
外
の
技
術
が
も
て
は
や
さ
れ
、

昔
か
ら
の
日
本
酒
酒
造
技
術
は
遅
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
酒
造
技
術
が
科
学

的
に
研
究
さ
れ
、
実
は
合
理
的
・
先
進
的
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
日
本
酒
は
主
食

の
米
を
原
料
に
麹
と
い
う
カ
ビ
（
デ
ン
プ
ン
の

糖
化
）、
酵
母
（
糖
の
発
酵
）
及
び
乳
酸
菌
を

利
用
し
て
作
ら
れ
る
。
麹
の
利
用
に
つ
い
て
は

世
界
に
誇
る
技
術
。
麹
菌
は
、「
国
菌
」
と
も

な
っ
て
い
る
。
麹
、
酛
、
造
り
の
工
程
毎
に
、

そ
の
段
階
で
活
動
す
る
微
生
物
の
成
育
環
境
を

最
適
に
す
る
水
、
精
米
度
、
蒸
米
量
、
温
度
・

湿
度
、
酸
性
度
、
酸
素
供
給
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
等
々
、
優
れ
た
造
酒
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
近
代
的
酒
造
工
場

に
お
い
て
も
基
本
は
変
わ
ら
な
い
。19
世
紀
半
、

パ
ス
ツ
ー
ル
が
低
温
殺
菌
法
を
発
表
し
世
界
の

注
目
を
集
め
た
が
、
日
本
酒
造
酒
工
程
で
は
そ

の
百
年
以
上
前
か
ら
「
火
入
れ
」
と
い
う
同
様

の
工
程
が
実
践
さ
れ
て
い
た
。
ス
ギ
樽
の
効
果

に
つ
い
て
多
少
の
防
腐
効
果
、
酒
に
「
木
香
」

を
付
け
る
、
微
細
構
造
が
酒
の
熟
成
に
好
影
響

与
え
る
と
い
う
。
日
本
酒
公
定
価
格
撤
廃
論
議

の
際
、「
原
料
の
米
が
公
定
で
同
一
に
係
わ
ら

ず
造
ら
れ
る
酒
の
値
段
に
著
し
い
差
を
付
け
る

の
は
不
合
理
」
と
い
う
説
に
対
し
著
者
が
「
同

一
の
絵
具
と
キ
ャ
ン
バ
ス
を
与
え
ら
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
出
来
上
が
っ
た
絵
の
値
段
が
私
と
ピ

カ
ソ
と
同
一
で
あ
っ
て
い
い
も
の
か
」
と
応
酬

し
た
「
と
ん
ち
話
」
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日

本
酒
党
に
は
一
読
を
お
勧
め
す
る
。

雑 記 帳

材
等
」
が
増
加
し
た
以
外
は
、
前
年
を
下
回
っ

た
。■

令
和
元
年
に
お
け
る
木
質
粒

状
燃
料
（
木
質
ペ
レ
ッ
ト
）
の
生
産

量
等
に
つ
い
て

1
．
生
産
総
量
等

令
和
2
年
8
月
31
日
、
林
野
庁
は
、「
特
用

林
産
物
生
産
統
計
調
査
」
に
よ
り
、
令
和
元
年

の
木
質
粒
状
燃
料
（
木
質
ペ
レ
ッ
ト
）
の
生
産

量
等
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
令
和
元
年
に
お
け
る
我
が
国
の
木
質
ペ

レ
ッ
ト
の
生
産
量
は
１
４
７
・
3
千
ｔ
と
な
っ

表　事業所内で利用した木材チップの由来別利用量（全国）
区分 平成30年 令和元年 対前年差 対前年比

ｔ ｔ ｔ ％
木材チップ計 9,304,316 9,423,386 119,070 101.3

　間伐材・林地残材等 2,744,774 3,029,178 284,404 110.4

　製材等残材 1,808,006 1,711,924 △ 96,082 94.7

　建設資材廃棄物（解体材、廃材） 4,110,052 4,063,912 △ 46,140 98.9

　輸入チップ・輸入丸太を用いて
　国内で製造 334,234 307,015 △ 27,219 91.9

　上記以外の木材（剪定枝等） 307,250 311,357 4,107 101.3

注： 1  　木質バイオマスエネルギーとは、木材チップ、木質ペレット、薪、木粉（おが粉）等の木質バ
イオマスの燃焼によって発生するエネルギーをいう。

　　 2 　単位は絶乾ｔである。絶乾ｔとは、絶乾比重（含水率 0 ％）に基づき算出された実重量を指す。
　　 3 　集計は、回答が得られた事業所の調査結果の単純積上げとした。


